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福祉の資格ガイド ⑤  〈精神保健福祉士〉

福祉の職場で働く人々の資格についてご紹介いたします。
①精神保健福祉士とは・・・
　精神保健福祉士とは、「精神保健福祉士法」において、『精神保健福祉士の名称を
用いて、精神障害者の保健及び福祉に関する専門的知識及び技術をもって、精神科
病院その他の医療施設において精神障害の医療を受け、又は精神障害者の社会復
帰の促進を図ることを目的とする施設を利用している者の社会復帰に関する相談に応じ、助言、指
導、日常生活への適応のために必要な訓練、その他の援助を行うことを業とする者。』と位置づけ
られています。

②精神保健福祉士の仕事
　精神保健福祉士は、おもに精神科医療機関や精神障害者社会復帰施設、保健所、精神保健
福祉センター、精神科デイケア施設で相談援助業務にあたっています。具体的には、病院や
施設に入院・入所中の精神障害者の在宅生活への移行や、その後の生活支援を行っており、
住まいや仕事・学校に関する手続き、各種の支援制度・サービスの紹介や利用調整、その他日
常生活を送るための支援を行っています。

③精神保健福祉士の資格取得方法
　精神保健福祉士は、次のいずれかの受験資格に該当し、精神保健福祉士国家試験に合格
し、精神保健福祉士として登録することにより、精神保健福祉士を名乗ることができます。

◎精神保健福祉士国家試験は、年1回実施されており、厚生労働大臣の指定を受けた（財）社会福祉振興・

　試験センターが試験の実施及び登録の事務を行っています。
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※受験資格等の詳細については、右記のホームページをご参照下さい。 検索㈶社会福祉振興・試験センター

平成23年度 大崎市社会福祉協議会表彰式 並びに
第39回 大崎市古川シルバーフェスティバルの開催

■日　時：平成23年11月10日㈭
　　　　　午前９時受付・10時開会
■場　所：大崎市民会館

■内　容：
　第１部／式　典
　　　　　社会福祉功労団体・個人への表彰状、感謝状の贈呈
　　　　　おおさき福祉の心コンクール（作文・ポスター・標語・書道）
　　　　　最優秀賞受賞者への表彰状の贈呈
　第２部／ふれあいステージショー
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看護職員・介護職員
•特別養護老人ホーム 敬風園（大崎市鹿島台）
•特別養護老人ホーム 楽々楽館（大崎市古川）
•短期入所生活介護施設 楽々楽館（大崎市古川）
•通所介護事業所（デイサービスセンター）
　（大崎市／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子地域）
•訪問介護事業所等
　（大崎市／古川・松山・鹿島台・岩出山・鳴子・田尻地域）
※なお、勤務地については相談により決定いたします。
・看護職員・・・看護師資格（看護師・准看護師）         
・介護職員・・・特になし（ホームヘルパー２級以上尚可）        
・看護職員・・・１６８，０００円 ～ ２３５，２００円（月額換算）        
・介護職員・・・１２６，０００円 ～ １４７，０００円（月額換算）
その他 夜勤手当3,000円、交通費支給有り、社会保険等完備
詳細については、当会給与規程に基づき決定いたします。
不問
電話連絡の上、履歴書・資格証（写し）をご持参ください。
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福祉の職場で働きたい方を募集しております。
お気軽にお問い合わせ下さい。職員募集

【連絡先】 社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会 職員厚生課
〒989-6154 宮城県大崎市古川三日町二丁目5-1（大崎市古川保健福祉プラザ 3階） ☎ 0229-21-0550

　皆様のご理解、ご協力に支えられ、今年も、厚生労働大臣の告示により、１０月１日から全国一斉に「赤
い羽根共同募金運動」（※「社会福祉法」に規定されており、事前に地域ごとに配分計画を立て、目標額を
決めて行う募金運動）が展開されています。
　昨年度、皆様からお寄せいただきました募金 18,062,934円【大崎市全体】は、宮城県共同募金会へ送
金し、災害支援事業や地域福祉活動、行政区や町内会等への配分事業、福祉施設の整備や社会福祉団体の
育成などに役立てられております。
　今年度も、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるために、皆様のあたたかいご支援、ご協力をお願
い申し上げます。

赤い羽根共同募金運動に
ご協力をお願いいたします

　「赤い羽根」には、善い行い・勇
気の印といった意味があり、1948
年頃、アメリカでは水鳥の羽根を赤
く染めて使っていました。それにヒン
トを得て、日本では、不要になったニ
ワトリの羽根を使うようになりました。
　「赤い羽根」は、寄付をしたことを
表す「共同募金」のシンボルとして、
幅広く使われています。

平成23年度

赤い羽根共同募金は、１９４７年（昭和２２年）に始まり、
64年の歴史と実績のある全国的な募金運動です。10月1日

▲

12月31日

『赤い羽根』は
共同募金のシンボル

メ モ

大崎市共同募金委員会 ・ 社会福祉法人 大崎市社会福祉協議会


